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【生徒の実態】 高等部「目指す生徒像」
・同世代間で、円滑な人間関係を築くための国語の能力 ⑴健康で安全な生活を送るために必要な知識、体力、生活習慣が身に付いている生徒
（主に、聞く力、話す力）が十分に育っていない。 ⑵様々な人と良好にかかわり、地域のために貢献しようとする生徒

・全体的におとなしく、人前で恥ずかしがる生徒が多い。 ⑶目標達成や課題解決に向けて自分ができることを考え、最後までやりぬく生徒

【国語の指導に関連する高等部の重点目標】
高等部の「国語」で付けたい力 ○「自ら考えた目標を目指して行動する」生徒の育成

・積極的に、地域での生徒発信型で体験的な活動を設定し、生徒が自己有用感を感
じながら、主体的に社会参加できる力を育成する。

相手の思いや考えを聞いて理解し、自分の思いや考えを深め、言葉を適切に ・実態や特性、卒業後の必要性に応じた ICT 活用と、生活に密着した教科別の指導
用いて表現する力（＝伝え合う力） を展開する。

・生徒一人一人の事態に即した自立活動の目標の設定、指導、評価を適切に実施す
るとともに、生徒指導の観点も取り入れながら、学部全体で共通理解を図り、指

◆「聞くこと・話すこと」の指導に重点を置いた年間指導計画の立案、実施 導の効果を高める。

【指導上で留意する点】 【国語科の目標】＜特別支援学校学習指導要領解説（知的障害者教科等編 高等部）より＞
・「伝える楽しさ」、「伝える喜び」を実感する経験の積み重ね １ 目標
・生徒同士が関わり合う活動の設定 ⑴社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるよう
・「伝えたい」という意欲がもてる興味、関心のある活動の設定 にする。
・話したり、聞いたりしている目的や意図の理解 ⑵社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。
・相手や場面、状況に応じた話し方、聞き方の習得 ⑶言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能
・発声や指差し、身振りなど、生徒の実態に応じた非言語の活用 力の向上を図る態度を養う。

全校研究 研究主題

「児童生徒一人一人が主体的に学び、学びを広げる姿を目指した国語の授業づくり」

【各学習グループの「聞くこと」・「話すこと」に関わる題材及び関連する主な他教科等】

１グループ ２グループ ３グループ ４グループ ５グループ

「相手の話を聞き取ろう①②③」 「ことば①②③④」 「対話をしよう①②」 「体験したことを伝えよう１・２」「文を作ろう」
「メモを取ろう①②」 「伝え方を考えよう」
「敬語を使おう①②」

□生活単元学習 □作業学習 □生活単元学習 □作業学習 □生活単元学習 □作業学習 □生活単元学習 □作業学習 □生活単元学習 □作業学習
□観光 □職業 □特活 □総合 □観光 □自立活動 □特活 □総合 □観光 □職業 □特活 □総合 □観光 □特活 □総合 □観光 □職業 □特活 □総合

【指導に関連付ける自立活動の主な内容」

区分 項目 指導内容

人間関係の形成 ・他者の意図や感情の理解 ○様々な人と関わる経験の蓄積 ・相手と視線を合わせて関わる姿勢
・自己の理解と行動の調整 ・相手の快、不快の表情、言葉、口調等への注意
・集団への参加の基礎 ○自分の障害の状態についての理解、受容

○集団への適応及び手段の一員としての活動 ・状況の変化（賑やかな雰囲気等）への慣れ
・集団活動を通した満足感や自信・他学部や他校との交流や共同学習の経験

コミュニケーション ・コミュニケーション手段の選択と活用 ○言語に代わる絵やサイン等のコミュニケーション手段の活用
・状況に応じたコミュニケーション ○パソコンや様々な機器を活用したコミュニケーション方法の習得


